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１
９
５
９
年
４
月
に
全

労
生
の
前
身
で
あ
る
全
国

労
働
組
合
生
産
性
企
画
実

践
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、

来
年
（
２
０
１
９
年
）
、

�
周
年
を
迎
え
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
年
度
の
活
動

は
従
来
の
活
動
に
加
え

て
、
�
周
年
の
各
種
事
業

の
検
討
と
と
も
に
生
産
性

運
動
と
全
労
生
運
動
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
今
後
の
生
産
性
運
動
を

考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
の
一
つ
は
、
人
口
減
少

で
あ
ろ
う
。
超
長
期
で
み

る
と
、
日
本
の
２
１
１
５

年
の
人
口
は
５
０
０
０
万

人
強
で
あ
り
、
２
０
１
５

年
と
の
比
較
で
は
約
�
％

減
少
す
る
。

こ
の
こ
と
は
働
く
人
が

減
る
と
同
時
に
、
消
費
者

が
減
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
何
も
手
を
打
た
な

け
れ
ば
経
済
規
模
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
は
縮
小
の
一
途
で
あ

る
。

　
一
方
で
、
先
進
国
の
中

で
最
悪
の
政
府
債
務
問
題

へ
の
対
応
が
急
務
と
さ
れ

て
い
る
。
中
央
政
府
と
地

方
自
治
体
、
社
会
保
障
基

金
の
債
務
残
高
計
は
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
で
２
３
０
％
を
超
え

て
お
り
、
増
加
に
歯
止
め

が
か
か
っ
て
い
な
い
。

　
債
務
で
あ
る
か
ら
返
済

（
縮
小
）
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
こ
れ
の
元
と
な

る
の
は
税
や
保
険
料
で
あ

る
。
膨
大
な
債
務
を
減
ら

す
た
め
に
は
、
税
や
保
険

料
の
源
泉
で
あ
る
付
加
価

値
の
総
額
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
を

高
く
維
持
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
こ
れ
は
一
人
当
た
り
の

付
加
価
値
（
生
産
性
）
を

増
や
し
続
け
る
こ
と
で
あ

る
が
、
併
せ
て
、
一
人
一

人
の
負
担
能
力
を
高
め
る

た
め
、
生
産
性
の
上
昇
に

見
合
っ
た
賃
金
等
へ
の
分

配
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
わ
れ
わ
れ
の

生
活
や
雇
用
・
働
き
方
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
デ
ジ
タ

ル
化
の
進

展
、
気
候

変
動
や
地

球
温
暖
化

に
代
表
さ
れ
る
社
会
の
持

続
可
能
性
へ
の
懸
念
も
将

来
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ

な
い
。

　
こ
う
し
た
時
代
認
識
と

と
も
に
生
産
性
運
動
や
生

産
性
三
原
則
の
現
状
を
検

証
し
つ
つ
、
�
周
年
以
降

の
生
産
性
運
動
お
よ
び
全

労
生
運
動
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
く
。

　
ロ
ー
マ
会
議
報
告
に
お

い
て
、
「
生
産
性
と
は
、

何
よ
り
も
精
神
の
態
度
で

あ
り
、
現
存
す
る
も
の
の

進
歩
、
あ
る
い
は
不
断
の

改
善
を
め
ざ
す
精
神
状
態

で
あ
る
」と
さ
れ
て
い
る
。

（
全
文
は
日
本
生
産
性
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
）

　
生
産
性
運
動
の
目
標

は
、
日
本
社
会
に
こ
う
し

た
精
神
状
態
を
創
り
上
げ

る
こ
と
に
あ
ろ
う
。


